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受理番号 陳情８第３４号 受理年月日 令和８年８月２１日 

件 名 目黒区で管理する公園の落ち葉対策についての陳情 

 

【陳情の趣旨】 

昨年来、すずめのおやど公園の落ち葉について区に相談しているところである

が、対応して頂けない状況である。 

 区の他の地区の住民と話す機会があったが、それは何もすずめのおやど公園に

限ったことではなく、他の地域の公園も同じような状態であり、公園の管理につ

いては、以前より多くの区民が不満を抱えているとのことだった。 

 また、他の公園の近隣の住民からも落ち葉についての相談があるということで

ある。 

 一方、一部の公園については比較的管理がされており、議員配布の活動報告に

も公園の整備について自分は尽力したという記事を何回か見かけたので、公園に

よって差があるということも事実である。 

 令和８年３月３０日に国土交通省から示された「都市公園の樹木の点検・診断

に関する指針」改訂版には、国家賠償法、民法についての説明があり、「道路、河

川その他の公の営造物の設置又は管理に瑕疵があったため他人に損害を生じさせ

たときは、国又は公共団体は、これを賠償する責に任ずる。」「土地の工作物の設置

又は保存に瑕疵があることによって他人に損害を生じたときは、その工作物の占

有者は、被害者に対してその損害を賠償する責任を負う。」「前項の規定は竹木の

植栽又は支持に瑕疵がある場合について準用する。」と書かれている。 

 つまり、国又は公共団体は自ら設置した営造物や樹木等責任をもって管理しな

ければならないとされていて、必要な管理がされていないため常識を超える落ち

葉について損害を被っている、私をはじめ他の区民からいつ損害賠償の請求をさ

れてもおかしくないということになる。 

 慰謝料の請求等までは現実的ではないとしても、ここに管理責任について記述

がある以上、区民から自宅の敷地内に落ち葉が大量に押し寄せることがないよう、

対策をとってくれと言われたら、区は対策をとる義務があると思う。 

 区は管理者としての責任を果たしていない状況にあるため、根本的な対策をと

って頂きたい。 

 

【陳情事項】 

１  区の管理する営造物や樹木等の管理について他人に損害を生じさせないよう管理 

者としての責任を果たしてください。 

 

 


